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佐賀県立佐賀工業高等学校 総務部発行 第３１４号（２０１８年１０月） 

  暑かった夏の名残 りはすっかり消え、急速に秋が深まりそうな気配。勉強やス

ポーツに集中するにはもってこいの時期です。  

さていよいよ佐工祭です。３学年 ７クラスそろっての体育祭は最後 となりました。

それぞれの科 ・組の意地をかけて精一杯の闘いぶりを見せてください。  

団結せよ！そして優勝旗を目指せ！ 

 

 9 月 3 日、始業式の副島校長先生の式辞では 2 学期を迎えるに当たって、皆さんに対

する期待を語ってくださいました。今夏の甲子園優勝校大阪桐蔭高校の根尾選手の話

でしたね。皆さんは知っていましたか？ 

根尾選手は中学まではアルペンスキーの全国大会で優勝するほどスキーの才能も見

せていましたが、高校ではチームで夢に向かって努力したいと野球を選択します。数

ある高校の中で大阪桐蔭高校を選んだのは、練習のひたむきさと一生懸命さに惹かれたから。野球部唯

一の進学 A クラスに籍を置き、文武両道の毎日を過ごします。野球がうまくなるには、その他の教養も

磨かねば、と時を有効に使うよう努めました。また毎日、グラウンドに着くと 1 番にバスから降りて 1

年生より早くトンボを引きました。それはあのイチローがそうやっていたから。偉大な選手を手本にし

て日々実践したのです。寮生活では勉強時間がとれない。根尾選手はどうするか？授業を全部頭に入れ

ようとしっかりと先生の話に耳を傾けます。自分の知らないことを日々教えてもらっているという感謝

の気持ちをもって。バスの中では周りが寝ていてもなんのその、本を開いて未知の世界の扉をくぐり、

日常では会えない偉人の言葉に触れ、感銘を受けた本は何回も読みなおす……。 

すごすぎますか？「野球がうまくなるにはその他の教養も磨かねば」と考えるなんて只者ではないで

すね。部活で疲れるし、時間がない？いいえ、皆さんにもまねできます。勉強、部活動、日々の生活…いろ

いろな面で大いに成長できるよう、なんとなく時をすごしてはいけません。校長先生曰
いわ

く、「考える時間をもと

う」。こうありたいという自分の姿を描き、そのためにやるべきことを考えて行動に移そう！ 
 

 

 

 ８月６日には全国高校総合体育大会柔道競技が三重県で行われ、男子個人６０キロ級に出場した２年

の近藤隼斗君は、山形、埼玉、愛知、神奈川、奈良、そして決勝では北海道の代表選手と闘い、６回戦

の全てを制して見事優勝を飾りました。 

 また９月８日に埼玉県で開催された２０歳以下の選手が覇を競う全日本ジュニア体重別選手権には、

５５㎏級に吉本聖那君（機械科３－１・基山中）、６０㎏級に近藤隼斗君（機械科２－２・有田中）、 

１００㎏超級に塙元輝君（機械科３－２・昭栄中）、が出場しました。吉本君は２回戦で日本体育大学の

３年生と対戦し惜しくも敗れました。塙君は天理大学の２年生選手と対戦した結果、残念ながら初戦突

破はなりませんでした。近藤君は２回戦で鹿屋
か の や

体育大学１年の選手に敗れましたが、敗者復活戦で勝ち

進み、東海大学の２年生、天理大学の２年生を次々と投げ飛ばして、堂々第３位となりました。おめで

とう！ 

柔道部 全国総体／全日本ジュニア選手権 

「考える時間をもとう」 副島校長先生 
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８月２５日、２６日の二日間にわたって、SAGA ものスゴフェスタと高校生産業教育フェアが佐賀県総合体

育館で同時に開催されました。佐賀県のものづくり企業が大集合する中に県内の専門高校も参加しました。 

佐賀工業高校はマイコンカーラリー、サッカーロボット体験、コマ大戦、自律型ロボット、レゴロボット、テー

ブルタップ作り体験など、試合に出場するグループもあれば、小学生の世話をして体験を楽しんでもらうグル

ープもあり、大いに催しを盛り上げました。 

溶接競技大会 
溶接は競技後すぐには結果がわかりません。折り曲げ試験や放射

線検査などその品質を詳しく検査された後にやっと結果が出ます。 

今回のフェスタでは、6 月 23 日に行われた第 3 回高校生溶接技術

競技大会佐賀県大会の結果が発表されました。見事優勝を果たし、11

月 3 日～4 日 長崎で行われる九州大会への出場が決まりました。お

めでとう！ 

団体 第 1 位  

森田 恒平君 (機械科 3-1・鹿島東部中） 

秋山 天君   (機械科 3-2・千代田中） 

岡本 弘志郎君 (機械科 3-2・北山中） 

個人 優秀賞 森田 恒平君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自律型ロボット  
ラインをトレースしながら、また障害物をよけながら走り回り、ゴールにボールを投げ入れて得点を競

います。出場した 18 チームのうち本校からは 5 チーム出場し、最高は第 3 位でした。優勝を狙っていたの

で悔しがっていました。残念！ 

第 3 位 堤 悠馬君  （電子情報科 1-2・昭栄中） 

       藤島 直哉君（電子情報科 1-2・牛津中） 

SAGAものスゴフェスタ・産業教育フェア 

全国製造業コマ大戦 
25 センチの土俵で、相手に弾き出されることなく、よ

り長く回り続けた方が勝ち。小さなコマは、銅やアルミ、

ステンレス、樹脂などの素材を用い、組み合わせ方や形

に工夫を凝らしています。団体は第 1 位。全国大会進出

が決まりました。副賞の旅行券 15 万円は全国大会への旅

費になるそうです。 

チーム名フォルテッシモ 

古川 友貴君 (機械科 3-1・鍋島中) 

小渕 仁也君 (機械科 3-1・昭栄中) 

武富 久信君 (機械科 3-1・大和中) 

個人戦では武富久信君が第 2 位となり、副賞で「有明

海苔と海産物セット」をゲットしました。 

サッカーロボット 

操縦体験 
電気科学部から６台、機械科

学部から 2 台、ロボット研究部

から 1 台の計 9 台出展し、生徒

たちは子供たちに操縦方法を

教えました。大人気で行列がで

きるほど。途中故障してしまう

ロボットもでて、修理しながら

子供の相手をし、部品を取り替

え…もう大忙しでした。 

マイコンカーラリー 
自走式の自動車型ロボットでコース

中央の白線をトレースして走り、タイ

ムを競います。初参加の人はベーシッ

ク部門、経験者はアドバンスクラスに

出場します。 

ベーシック部門には 30 名（うち佐

工 7 名）、アドバンス部門には 42 名

（同 14 名）参加しました。残念なが

らアドバンス部門の入賞はありません

でしたが、ベーシック部門では 3 名入

賞しました。 

1日目 第 3 位 牟田 侑世君 

（電気科 3-1･三日月中） 

2日目 第 2 位 楠 竜典君 

（電気科 3-1･成章中） 

第 3 位 山本 真隆君 

（電科気 3-1･多久東部中） 
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９月１６日に就職試験が始まりました。また１０月には入学試験も始まります。これらに先だって、

９月１２日に激励会が行われました。副島校長先生からは、「いよいよ花を咲かせる時が来ました。就職

も進学もしっかりとがんばってください」と励ましの言葉をいただきました。それに対して、３年生代

表の電気科１組鶴丸弘大君が「今までの勉強はもちろん、面接の練習でも多くの先生方にご指導いただ

きました。また、就職試験を迎えるに当たり、親からの励ましもありました。今、私がこのように就職試

験を迎えることが出来るのも周囲の方々のサポートがあってこそのものだと思

います。私達は今までお世話になったすべての人に報いるためにも、今まで培

ってきたものを信じて最後の一秒まで諦めずに持てる力を精一杯発揮して、全

員が絶対に内定を勝ち取ってきます。」と決意を述べました。 

全員が無事希望の進路を実現しますように！応援しています。 

 

９月５日、７月に実施した２年生のインターンシップの報告会が行われま

した。パワーポイントを用いて作成した発表資料もわかりやすく、研修の内

容がよく理解できる立派な発表でした。１年生、来年は自分の番ですよ。 

 

 

いよいよ就職試験 （３年生） 

機械科  (2-1)加藤翼君・(2-2)梅野崇弘君 

研修先：西研グラフィックス株式会社 

「インターンシップを通して言葉遣いの大切さ、コミュニケーションの大切さ、やり甲斐や

働くことの大切さ、段取りの良さの大切さを学びました。」 

 

電気科  (2-1)坂田羽君・森省吾君・(2-2)小栁蓮君・田中健斗君 

研修先：株式会社佐電工 

「専用の機械を使って金属管を 90 度に曲げる研修がありました 

が、大変難しく正確に曲がりませんでした。」配電工事の現場を 

見学して、「高所で足場が不安定なのにてきぱき作業されていて 

すごいなと思いました。」 

 

電子情報科 (2-1)光安望未さん・(2-2)古賀美咲さん 

研修先：NHK 佐賀放送局 

「何気なくテレビを視ていますが、その裏側を見る貴重な経験になりました。」「普段触ること

のできないカメラに触れ、さらに興味が湧きました。」 

 

建築科  德島拓海君・中山聡君 

研修先：株式会社中島工務店 

「大変な仕事なのに皆さんとてもいい雰囲気で働いておられ、 

こんな会社で働きたいと思いました。」 

インターンシップ報告会（１・２年） 
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平成30年度全国高等学校総合体育大会
男子個人 ６０Kｇ級 優勝 近藤　隼斗 （機械科2-2･有田中）

平成30年度（第46回）佐賀県高等学校学年別テニス大会
1年男子シングルス 優勝 森永 陽斗 （機械科1-1･大和中）

第73回九州陸上競技選手権大会
男子４００ｍ 第３位 百田　仁成 （電子情報科2-1･有田中）

◆SAGAものスゴフェスタ２０１８
高校生ロボット競技部門

第2位 機械科3-1 岩田薫明・川越玄暉・佐保優・橋口佳津樹・
三位修平・森田恒平・山﨑友人

日 曜 小テスト 行事予定

1 月

2 火 スクールカウンセラー相談日

3 水 未来のｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ海外研修第2回説明会

4 木

5 金 文化祭

6 土 体育祭

7 日

8 月 体育の日

9 火 振替休日（10/6分）

10 水

11 木 火曜日授業

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火 QUテスト２（1･2年）学年集会（3年）

17 水 国語④ 未来のｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ海外研修

18 木

19 金

20 土 　　　県民体育大会　ベネッセ模試（1･2年進学希望者）

21 日 　　　　　　宅地建物取引士資格試験

22 月

23 火 佐賀を誇りに思う教育推進事業講演会

24 水 英語④

25 木 ものづくり体験教室（機械科）9:00～12:00

26 金

27 土 第二級陸上特殊無線技士試験

28 日

29 月 ものづくり体験教室（機械科）9:00～12:00

30 火 スクールカウンセラー相談日

31 水 数学④

表彰   

１０ 月 行 事 予 定 

編集後記 芸術の秋、食欲の秋、読書の秋。

秋に限らず、どれも年中楽しんでいますが、

秋ならではのものといえばなんといっても

生栗です。ゆで栗が大好きなので、見かけて

は買い、せっせと剥
む

いてはリスのように食べ

ます。今年は何回食べられるかな。リスは漢

字で栗鼠です。 K 

佐賀県立佐賀工業高等学校 
所在地 〒840-0841 佐賀市緑小路１－１ 

 TEL0952-24-4356 

 FAX 0952-25-7043 
（ホームページ）  

http://cms.saga-ed.jp/hp/sagakougyoukoukou/ 


